
                            アイヌ政策推進交付金事業計画 

 

１ 事 業 名 幕別町アイヌ施策推進事業 

 
２ 事 業 の 種 類 

 
文化振興事業 /  地域・産業振興事業 / コミュニティ活動支援事業 

  

 

３ 事 業 の 目 的 

  
アイヌ文化等の次世代への継承を確実なものとするとともに、地域に存するア

イヌ文化等を発信し、内外におけるアイヌ関連の交流活動を活発化させ、魅力あ
る地域社会の形成を目的とする。 
 

 
４ 事 業 の 概 要 
 

（１）文化振興事業 
 
■アイヌ文化伝承活動支援事業 
○事業実施主体 

幕別町 
○事業の実施場所 

国内主要博物館、幕別町教育委員会、幕別町千住生活館 
○事業の実施期間 

交付決定の日～令和５年３月 
○事業の内容と考え方 

伝統的なアイヌ文化や生活の場を再生・支援するため、かつて幕別や十勝で
行われていたアイヌの生活様式、舞踊等について、国内主要博物館等の収蔵資
料調査を実施し、文化伝承活動の基礎データとして活用する。また、伝承活動に
関連した体験講座も行う。 
 
 
■アイヌ文化普及啓発事業 
○事業実施主体 

幕別町 
○事業の実施場所 

幕別町百年記念ホール、幕別町忠類ナウマン象記念館、町内小学校 
○事業の実施期間 

交付決定の日～令和５年３月 
○事業の内容と考え方 

コタンのリーダー故吉田菊太郎氏収集資料や幕別・十勝のアイヌ文化に関連
する講座、アイヌの伝統文化に関する体験行事を開催し、町内の小学校へ出向
いて授業を行うなど、幕別を中心としたアイヌの歴史や文化の普及促進を図る。 
 
 
（２）地域・産業振興事業 
 
■アイヌ文化情報発信事業 
○事業実施主体 

幕別町 
○事業の実施場所 

幕別町忠類ナウマン象記念館 
○事業の実施期間 

交付決定の日～令和５年３月 
○事業の内容と考え方 

蝦夷文化考古館収蔵資料など幕別を中心としたアイヌ文化に関する展示会を
開催し、様々な年齢層へ向けて情報を発信することで、町民が日常的にアイヌ
文化に触れつつ、その理解を深めることを目的とする。 
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（３）コミュニティ活動支援事業 
 
■アイヌ文化拠点空間整備事業 
○事業実施主体 

幕別町 
○事業の実施場所 

幕別町教育委員会、幕別町千住生活館、幕別町蝦夷文化考古館 
○事業の実施期間 

交付決定の日～令和５年３月 
○事業の内容と考え方 

老朽化した千住生活館を解体し、伝承室を有する多機能型交流施設（生活
館棟、展示館棟）を整備するとともに、隣接する蝦夷文化考古館を保存改修し、
展示・収蔵資料の修復など展示機能の充実を図ることで、空間全体をアイヌ文
化の情報発信・交流拠点として整備する。 

・多機能型交流施設（生活館棟、展示館棟）基本設計 
・千住生活館の解体設計 
・多機能型交流施設の伝承室と祭壇の設置計画会議 
・蝦夷文化考古館の保存改修設計 
・アイヌ関連資料の修復 
・常設展示シナリオ作成会議 
・多機能型交流施設のアイヌ語名称設定 
・オリジナルアイヌ文様ロゴの作製 

 
 

 
５  アイヌ施策推
進地域計画にお
ける記載 
 
 

 

４－１ アイヌ文化の保存又は継承に資する事業 
■アイヌ文化伝承活動支援事業 
・かつて幕別や十勝で行われていたアイヌの生活様式、舞踊等について、幕別
在住あるいは出身アイヌからの聞き取り調査及び国内主要博物館の収蔵資料調
査を実施し、文化伝承活動の基礎データとして活用する。 
・チセの建設や有用植物の栽培、アイヌ文化伝承講座を行うなど、アイヌ文化の
伝承活動に必要な環境整備や人材育成を行う。 
 
４－２ アイヌの伝統等に関する理解の促進に資する事業 
■アイヌ文化普及啓発事業 
・幕別・十勝のアイヌ文化に関連する行事や学校への出前授業、教員向け講座
を行う。 
 
４－３ 観光の振興その他の産業の振興に資する事業 
■アイヌ文化情報発信事業 
・町内公共施設等において、アイヌ文化に関する展示会を開催する。 
 
４－４ 地域内若しくは地域間の交流又は国際交流の促進に資する事業 
■アイヌ文化拠点空間整備事業 
・老朽化した千住生活館を解体し、伝承室を有する多機能型交流施設（生活館
棟、展示館棟）を整備するとともに、隣接する蝦夷文化考古館の保存改修や、展
示・収蔵資料の修復など展示機能の充実を図り、空間全体をアイヌ文化の情報
発信・交流拠点として整備する。 
 
 

 

６ 事業の成果目標等 

 
(1)成果目標の達
成に向けた工程 

（１）文化振興事業 
■アイヌ文化伝承活動支援事業 

アイヌの人々が過去の資料を検索・調査できるようになることで伝承活動の充
実が見込まれ、伝統的な生活様式やアイヌ文化を次世代へ継承することによっ
て、アイヌの人々が誇りを持って生活することができる社会の実現を図ることがで
きると考えられる。 
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■アイヌ文化普及啓発事業 
子ども達や地域の人々がアイヌ文化を体験することによって、伝統文化等に対

する町民理解の促進を図るための事業であり、各事業の後にアンケート結果を反
映させてより良い行事としていくことで、町民による継続的なアイヌ文化普及啓発
事業への利用が想定される。  
 
 
（２）地域・産業振興事業 
■アイヌ文化情報発信事業 

本町のアイヌの歴史や文化について、展示会を通して従来よりも多くの情報を
より分かりやすく広く発信してアイヌ文化に直に触れる機会を提供することで、地
域社会におけるアイヌ文化の理解や振興が広がることが想定される。 
 
 
（３）コミュニティ活動支援事業 
■アイヌ文化拠点空間整備事業 

アイヌの人々のコミュニティ活動を支援し，民族としての誇りが尊重される地域
社会の実現を目指すための根幹となる事業であり、新たに多機能型交流施設を
整備することで、アイヌ高齢者のコミュニティ活動の支援や活動環境が改善され
るなど、アイヌの人々の利用や地域の人々との交流の機会が増えると考えられ
る。展示施設のシナリオ作成会議では、例えば「幕別町アイヌ協会・マクンベツア
イヌ文化伝承保存会の活動紹介コーナ」では、アイヌの方々の意見を取り入れて
作製するため、アイヌ民族による主体的な情報発信と地域住民との交流機会の
提供にも寄与できる。また、多機能型交流施設にアイヌ語名称をつけ、アイヌ文
様ロゴも作製して広く活用することで、町民が日常的にアイヌ文化に触れつつ、そ
の理解を深めることが見込まれる。  
 

 
(2)成果目標、（中
間）目標年度（成
果目標に対する
現状 値、及 び成
果目標の達成見
込 み に つ い て 記
載すること） 
 

（１）文化振興事業 
■アイヌ文化伝承活動支援事業 
・伝承講座参加者数 
（現 状 値）実績値なし ※令和４年度開始予定 
（中間目標）令和６年度 ― 
（最終目標）令和８年度 20 人/年間 
 
■アイヌ文化普及啓発事業 
・講座等参加者数 
（現 状 値）実績値なし ※令和４年度開始予定 
（中間目標）令和６年度 120 人/年間 
（最終目標）令和８年度 250 人/年間 
 
 
（２）地域・産業振興事業 
■アイヌ文化情報発信事業 
・展示会入場者数 
（現 状 値）実績値なし ※令和４年度開始予定 
（中間目標）令和６年度 200 人/年間 
（最終目標）令和８年度 500 人/年間 
 
 
（３）コミュニティ活動支援事業 
■アイヌ文化拠点空間整備事業 
・多機能型交流施設利用者数 
（現 状 値）千住生活館   703 人/年間 ※令和２年度実績値 

蝦夷文化考古館 736 人/年間 ※令和２年度実績値 
（中間目標）令和６年度   ― 
（最終目標）令和８年度   1200 人/年間 
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(3)成果目標の確
認方法 
 

 
各事業に設定しているＫＰＩについて、実績値を公表する。また目標の達成状況
等について外部有識者等による検証を行い、改善点を踏まえて計画期間内の
事業実施等に反映する。 
 

 ７ 地 域 の 概 要 

 
(1)地域における
アイヌ文化等の現
状及び課題 
 
 
 
 
 

幕別町の白人（アイヌ語地名：チロット）出身のアイヌであり、のちにコタンにおけ
る教育や農業等の指導者となる故吉田菊太郎（1896 年〜1965 年）は、早くから
アイヌ民族の生活や社会的地位の向上、そしてアイヌ文化の保存のため、本町
のみならず十勝地方、全道へと範囲を広げて活動、1959 年には「アイヌ文化を
正しい姿で後世に残す」ことを目的として蝦夷文化考古館を建設した。同館は道
内に数軒しかないアイヌ民族が建てた資料館の一つで、それ自体が貴重な歴史
的建造物であるとともに、近現代のアイヌ民族の歴史を紐解くことができる貴重な
資料が多数展示・収蔵されており、本町におけるアイヌ文化の継承や情報発信
の拠点となっている。 

吉田氏の精神を引き継ぎ、現代の幕別アイヌ協会やマクンベツアイヌ文化伝
承保存会は、様々な活動を積極的に取り組んでいる。アイヌ民族が古くから有用
植物として利用してきたガマの葉や菱の実の採集を毎年行い、幕末の十勝地方
の産物であったものの近年作製する技術が途絶えていたアットゥシの製作（復興）
にも取り組んでいる。また、児童や町民に向けた伝統料理作りや刺繍体験等、ア
イヌ文化の普及事業を実施している。  

このように、本町には協会や保存会の活動により、アイヌの歴史を学ぶ場や伝
統文化を体験する機会が一定程度はあるものの、蝦夷文化考古館は老朽化が
著しく、①建物と収蔵資料の保存修復、②適切な環境下における資料の展示と
収蔵、③収蔵資料の調査研究とその成果の情報発信（わかりやすい展示の作製
及び行事の開催）が急務となっており、さらに、協会及び保存会員の高齢化や活
動拠点となっている千住生活館の老朽化によって、アイヌ文化等の担い手の育
成や日常的な利用に支障をきたしている。また、本町におけるアイヌの歴史・文
化についての情報発信や学校教育との連携、子ども達へのコミュニティ活動の場
の提供等はまだまだ十分とは言えないのが現状である。そして、本町だけではなく
アイヌ民族全体として、曾祖父母あるいは祖父母の世代でアイヌの伝統的な生
活様式や言語、文化の継承が途絶えた家系では、「民族的な文化を継承してい
ない。アイヌ語も話せない。」という意識を持つ若い人々が数多くおり、アイヌ文化
等の次世代へ承継が大きな課題となっている。  

本町は、これまでアイヌであることを積極的には名乗っていない方々を含め、ア
イヌの人々が誇りを持って生活することができ、その誇りが尊重される社会の実現
を目指し、上記にあげた様々な課題を町民とともに解決するため、アイヌ施策を
積極的に推進する必要がある。 
 

 
(2)施設等の管理
運営体制 
 

 
幕別町千住生活館及び幕別町蝦夷文化考古館は幕別町が管理している。 
 

 
(3)アイヌ関係団
体及び地域住民
の協力体制 
 

 
幕別アイヌ協会及びマクンベツアイヌ文化伝承保存会の協力、同意を得て 実施
する事業である。   
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８　収支予算
　(1)　収入の部 （単位：円）　　

増 減

国庫補助金 27,758,400 0 27,758,400 0

都道府県負担額 0 0 0 0

市町村負担額 6,939,600 0 6,939,600 0

民間団体負担額 0 0 0 0

計 34,698,000 0 34,698,000 0

　(2)　支出の部 （単位：円）　　

増 減

文化振興事業 1,143,000 0 1,143,000 0
　旅費 813,000 0 813,000 0

報償費 213,000 0 213,000 0
需用費 20,000 0 20,000 0
委託料 0 0 0 0

　備品購入費 76,000 0 76,000 0
原材料費 21,000 0 21,000 0
工事費 0 0 0 0

地域・産業振興事業 2,927,000 0 2,927,000 0
　旅費 0 0 0 0

報償費 0 0 0 0
需用費 10,000 0 10,000 0
委託料 0 0 0 0

　備品購入費 2,917,000 0 2,917,000 0

コミュニティ活動支援事業 30,628,000 0 30,628,000 0
　旅費 175,000 0 175,000 0

報償費 372,000 0 372,000 0
需用費 50,000 0 50,000 0
委託料 30,031,000 0 30,031,000 0

　備品購入費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

合　計 34,698,000 0 34,698,000 0
　旅費 988,000 0 988,000 0

報償費 585,000 0 585,000 0
需用費 80,000 0 80,000 0
委託料 30,031,000 0 30,031,000 0

　備品購入費 2,993,000 0 2,993,000 0
原材料費 21,000 0 21,000 0
工事費 0 0 0 0

比　較　増　減
本年度予算額 前年度予算額

経　費　区　分
（本年度精算額） （本年度予算額）

比　較　増　減
本年度予算額 前年度予算額

区　　分
（本年度精算額） （本年度予算額）
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